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R.S.トマス初期の詩3にみるウェールズ魂
 その翻訳とともに
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































TopographicalTradition・（editedby Tony Brown,Welsh Writingin English:A Yearbookof
CriticalEssays,vol10,（Gomer,2005））で詳細に亘り論じている。また先に挙げたサンダースルイス
との関係は数多くの批評家が論じているが，中でもGrahameDavies,・ResidentAliens:R.S.Thomas
andtheAnti-ModernMovement・（editedbyTonyBrown,WelshWritinginEnglish:A Yearbook
ofCriticalEssays,vol7,（Gomer,20012002））に詳しい。
14.cf.,Autobiographies,p.49
15.PatrickCrotty,・TheIagoPrytherchPoems・,EchoestotheAmen:EssaysAfterR.S.Thomas,edited
byDamianWalfordDavies,（UniversityofWalesPress,Cardiff,2003）,p.23
16.・ManandTree・はSongattheYear・sTurningでは省かれているため，全集に収録されたものから翻
訳をおこなった。R.S.Thomas,ColectedPoems19451990,（J.M.Dent:London,1993）,p.7
17.ByronRogers,TheManintotheWestTheLifeofR.S.Thomas,（Aurum,2006）,p.140
18.cf.,From atapeofR.S.Thomasreadinganddiscussinghisownpoems,（・NorwichTapesLtd;The
CriticalForum・,1978）
19.トマスの詩作に環境が大きく作用したことは，BrianMorrisが ・TheTopographyofR.S.Thomas・で
指摘しているように，明らかである（CriticalWritingonR.S.Thomas,editedbySandraAnstey,
（Seren,1992）,p.112）。そのためトマスの詩人としての経歴は，その作品がトマスの赴任地と密接な関係
があるために，しばしばその土地の名を冠して区別される。具体的には初期のマナーヴォン時代（Manafon）
（19421954），中期エグルウィスヴァク時代（Eglwys-fach）（19541967），後期アバーダロンおよび以降
（Aberdaronandafter）（19672000）に分けられる。
20.TheManintotheWest,p.133
21.R.S.Thomas,SongattheYear・sTurning,（RupertHart-Davis:London,1955）,p.29
22.AnneStevenson,・TheUseofPrytherch・,ThePage・sDrift:R.S.ThomasatEighty,editedbyM.
WynnThomas,（Seren,1993）,p.47
23.これよりかなり後になるが，中期にはトマスは同族であるウェールズ人にはっきりとした憎悪を表現してい
る。それは敵国イングランド人に対する憎悪と同等か，それ以上のものとなる。たとえば「あの他者ら」
（・ThoseOthers・）（Tares（1961）,p.31）と題されたその詩では，「（同族であるウェールズ人に対する）
憎しみは育つのに長い時間がかかる，そして私の憎悪は生まれ落ちし時より増し続けて来た」（・Hatetakes
alongtime/Togrowin,andmine/Hasincreasedfrom birth・）とその感情を吐露する。同詩集Tares
に収録された「ウェールズ版新約聖書」（・WelshTestament・）（p.39）では，同様の感情を更に激しく吐露
するが，その一方で巻頭詩の「暗き井戸」（・TheDarkWel・）ではイアーゴプリザーフ（「ある農夫」
（・A Peasant・）参照）が抱え込むウェールズの負の歴史を深い哀惜を以て語るなど，その感情は非常に複
雑なものであることが知られる。
24.トマスは詩など創造物を通じ，人は神の領域に近づくことができ，原初的なイメージを内包する詩こそが神
に達することのできる最も近道であると，その自らが編んだ宗教詩アンソロジーThePenguinBookof
ReligiousVerseの序文で語っている（ThePenguinBookofReligiousVerse,editedbyR.S.Thomas
withtheeditor・sintroduction,（PenguinBooks,1963）,p.8）
25.R.S.Thomas,・TheMinister・,SongattheYear・sTurning,（RupertHart-Davis:London,1955）,
p.85
（ながた よしふみ 総合教育センター）
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